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研究成果の概要 

 

 ヒトにおける大きさの脳内情報表現として、絶対的な大きさの表現（絶対コード）および相対的な大

きさの表現（相対コード）が存在する脳領域を明らかにすることを目的とし、研究を進めた。当初、数、

時間の長さ（時間長）、サイズの大きさに対する絶対コードおよび相対コードの存在をそれぞれ明らか

にする予定であったが、脳機能イメージング実験における拘束時間等の制約から、まずは数と時間につ

いて絶対コードおよび相対コードの存在を明らかにすることとした。 

 

 数と時間長の弁別課題をそれぞれ 3 つの異なる文脈（異なる範囲の数や時間長の大きさを示す刺激

セット）の中で遂行している間に取得した fMRIデータ（脳機能画像）について、多変量ボクセルパタ

ーン解析を行った。その結果、数については、視覚野に絶対コード、そして頭頂葉から前頭葉にかけて

は相対コードが存在することが明らかとなった。この結果は、研究担当者らが最近発表した数の大きさ

の脳内情報表現に関する研究の成果（Kido et al., 2025 Nat Commun）と一貫した結果である。一方、

時間長については絶対的表現が前頭葉から頭頂葉まで広く分布しており、相対表現については特に前

頭葉を中心として見られることが示された。また、これらの結果から、数と時間長の相対コードは、前

頭葉におけるいくつかの領域でオーバーラップしている可能性が示唆された。 

 

 この研究で用いた数と時間長の弁別課題遂行中の fMRI データは、同一の被験者から取得することが

できたため、数と時間長に共通する相対表現の存在についても、多変量ボクセルパターン解析により緻

密に検証可能である。そのため今後も引き続きデータ解析を進め、数または時間長弁別課題遂行中のう

ち、一方の脳活動パターンを学習することによって他方の相対的な大きさを予測できるかを検討し、数

と時間長に共通する相対表現の有無を明らかにする予定である。 

 

 

 

研究担当者 林 正道 

研究機関名 国立研究開発法人情報通信研究機構 

所属部署名 機構未来 ICT研究所脳情報通信融合研究センター 

役職名 主任研究員 

研究課題名 時空間情報の効率的な脳内処理機構の解明 

研究実施期間 2024年 10月 1日～2025年 3月 31日 


